韓国高麗大生は平塚らいてうの思想と行動をどう考えたか by 三橋 広夫
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6 月 23 日、らいてう研究会編『わたくしは永遠に失望しない
─写真集平塚らいてう人と生涯』ドメス出版、2011、p.52

























































































































































































































































































































































































































































































*22 1954年 9月 15日に「全世界の婦人にあてた日本婦人の訴
え─原水爆の製造・実験・使用禁止のために─」が発表さ
れた（同前，158～ 162ページ）．
*23 世界 68カ国から 1060人が参加し（日本からは 14人），
1955年 7月 1日には「私たちの子供を戦争からまもるた
めに，軍備廃止と，すべての国民の間の友情のために団結
をくずさぬことを，ここに堅く誓いましょう」と結んだ
「第一回世界母親大会宣言」を採択した．「朝
マ マ
鮮人民共和国」
の代表朴
パク
伝
チョ
愛
ネ
は「戦争はもうたくさんです！」と訴えた
（母親大会準備会編『手をつなぐ世界の母─第一回世界母
親大会の記録』，1956年，パンフレット）．
　　　母親大会は，「生命を生み出す母親は生命を育て生命を
守ることをのぞみます」のスローガンを掲げるが，これは
第一回世界母親大会にギリシャの女性詩人ペリディス夫人
が寄せた詩の一節である（母親運動三十年史編集委員会編
『母親がかわれば社会がかわる─母親運動三十年史』日本
母親大会連絡会，1987年，45ページ）．ここで言う「母
親」とは，母性を持つすべての女性を対象にした呼び名で
ある．その意味については，次の文章を想起したい．「『軍
国の母』であったことの悔いは，心底に蓄えられていたの
かも知れないが，それが浮上して見据えられるということ
はまだなかった．世界的にもそうであったが，『母親』の
2字は，女性が，ことに平和を主題として，運動を起こそ
うとするとき，男性や国家から身を護りまた説得性をひろ
げていくための，つまり “無私” の運動として正当性を確
保するための，ほとんど無二の旗印であった」（鹿野政直
『現代日本女性史─フェミニズムを軸として』有斐閣，
2004年，18ページ）．
　　　また，初期の母親大会の性格については，伊藤康子『草
の根の婦人運動参政権運動史』（吉川弘文館，2008年）を
参照．
*24 米田佐代子「『いのちの平和』─平塚らいてうの平和思想
をめぐって」，『季刊 21』22号，2013年，131ページ．
*25 提唱者の下中弥三郎のほかに，植村環，茅誠次，上代たの，
前田多門，湯川秀樹，そしてらいてうが加わった．国際間
の紛争は絶対に武力による解決をとるべきではなく，平和
的な話し合いで解決すべきであるとした．世界平和アピー
ル七人委員会編『世界に平和アピールを発し続けて─七人
委員会 46年の歩み』平凡社，2002年．
*26 らいてうは，「一方の陣営にたって，平和を守ろうという
運動があります．これはいうまでもなく，……敵の侵略は
認めないが，味方の侵略はよしとする，敵の手からは武器
を奪うが，味方の手には与えるという？　この不思議な平
和運動は，わたくしたち非武装者の，敵をもたない平和運
